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　本書は日本を代表する歯内療法専門

医の石井　宏先生（東京都／石井歯科

医院）の 3冊目の著作である．

　さて歯科治療は「不確実性」の比率

が高い分野である．したがってわれわ

れの仕事では常に 100％はないことを

前提に物事を進めていくが，歯内療法

はそのなかでも特に不確実性が占める

割合が高いと思う．

　そういった不確実性に対し歯科医師

は伝統的に，経験と手先の器用さで対

処してきた．近年，歯内療法において

は歯科用顕微鏡の発展と普及，それに

伴う器材や材料，特にMTA セメント

などの登場により，その不確実性は以

前ほどでないはずである．安全・確実

に歯内療法を行うためにそれらを使い

こなすことは非常に大切なのだが，そ

の反面この歯科用顕微鏡に対する過度

の期待とそこから造りだされた“エン

ドブーム”ともいえる現象のためか，

歯内療法学で先人たちが築き上げてき

た原理や原則から逸脱している例を目

にする機会が多く，あたかもマイクロ

スコープなどの最新の器材さえあれば

治療は成功するかのごとく語られるこ

とがある．

　しかし歯内療法における原理原則と

は，石井　宏先生の前著「世界基準の

臨床歯内療法」でも特に強調されてい

るが，ラバーダムの使用，術野の消毒，

軟化象牙質の確実な除去，そして隔壁

の作製や確実な仮封といった，とても

地味な作業からなる，「無菌化のため

の全準備」からである．これらの原理

原則をおろそかにした歯内療法は，単

なる“器材と幸運に頼った”臨床でし

かない．

　エンドの分野に限らず，海外で良質

な専門医教育を受けた歯科医師には一

つの特長がある．それは「基礎」を決

しておろそかにせず，「原則」をしっ

かり守り，そして「リスク」に対応す

る術を知っているという点である．そ

のうえでところどころに「経験」とい

う調味料をうまく生かしていく．ただ

手先が器用なのではない．日本人は手

先の器用さを過大に評価するが（これ

も大切なことではあるが…），そこか

ら生まれるのは単に個人技にすぎず，

残念ながらそれでは歯科医療全体は決

して発展しないのである．

　本書は前作の特色である「原理」や

「原則」を大切にする姿勢を忠実に受

け継いでいる．派手な症例や美しい臨

床写真ばかりで中身のない本では決し

てなく，エンドサージェリーに関する

大切な原理と原則を実に詳細に解説し

ている．このことが本書を，エンド

サージェリーを日常臨床で行う臨床医

にとっては必読の書にしており，そし

て間違いなくこれからも長く読み継が

れる教科書となるであろう．
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